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　　　　　　北小で楽しく田植え
　6月27日（火）、北小学校の3～5年生は、機械化組合が管理している田で田植

えを行いました。ほとんどの生徒は手植えをしたことがありませんが、機械化
組合、PTAのみなさんや先生に教えてもらいながら、楽しく田植えを行いました。

秋にはたくさんの稲穂がつくといいですね。
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結
核
・
肺
が
ん
検
診
も
同
時
に
実
施

（2）
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液昨年の基本健康診査・●

　
欧
米
諸
国
で
は
、
心
臓
病
が
死
亡
順

位
の
第
一
位
を
占
め
る
国
が
多
く
、
中

で
も
心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心
疾
患

が
圧
倒
的
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
で
も
食
事
内
容
が
欧
米
化
し
て

き
た
こ
と
や
、
社
会
で
の
ス
ト
レ
ス
が

増
え
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
心

臓
病
は
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率
は
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
脳
卒
中
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
心
身
の
障
害
（
マ

ヒ
や
痴
呆
）
は
、
本
人
・
家
族
・
社
会

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
町
で
は
四
十
歳
以
上
の
住

民
を
対
象
に
、
心
臓
病
・
が
ん
・
脳
卒

中
な
ど
の
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
に

年
一
回
循
環
器
を
中
心
と
し
た
基
本
健

康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
康
診
査
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
（
順
序
）

　
検
尿
（
た
ん
白
・
糖
・
潜
血
）
、
身

体
測
定
（
身
長
・
体
重
）
、
血
圧
測
定
、

問
診
（
既
往
歴
・
家
族
歴
な
ど
）
、
心

電
図
検
査
、
医
師
の
診
察
、
血
液
検
査

（
肝
機
能
・
腎
機
能
・
コ
レ
ス
テ
ロ
i

　平成7年度
基本健康診査日程表

　　　　会場　保健センター
●

ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
）
、
医
師
の
指

示
に
よ
る
血
糖
検
査
・
眼
底
検
査
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）

今
年
度
の
基
本
健
康

　
　
　
　
診
査
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
、
八
月
二
日
（
水
）
か
ら

八
月
十
日
（
木
）
ま
で
の
七
日
間
（
土

・
日
は
除
く
）
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
同
様
町
の

行
政
バ
ス
で
も
送
迎
を
行
い
ま
す
。
（
運

行
コ
ー
ス
、
時
間
は
個
人
通
知
の
受
診

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

月　日 対象地区名

8月2日伽
成沢（上・下）

中央2・3丁目

8月3日休） 三本・上新田

8月4日働
上押切・下押切

樋春北・樋春南

8月7日（月）
御正新田（上・下〉

野原

8月8日（火） 小江川

8月9目㈱ 塩・板井

8月10日㈲
須賀広・パークシティ

柴・千代・中央1丁目



平
成
六
年
度

　
　
基
本
健
康
診
査
結
果

　
受
診
者
総
数
は
七
〇
四
人
で
、
平
成

五
年
度
よ
り
五
十
八
人
増
え
ま
し
た
。

受
診
者
を
年
代
別
に
み
ま
す
と
、
六
〇

歳
代
が
圧
倒
的
に
多
く
全
受
診
者
の
四

〇
新
を
占
め
て
い
ま
す
。

年代別受診割合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
次
に
判
定
結
果
で
す
が
、
異
状
な
し

は
十
新
に
満
た
ず
、
十
人
中
九
人
は
な

ん
ら
か
の
異
常
が
あ
り
、
要
医
療
・
要

指
導
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
医
療
・
要
指
導
と
判
定
さ
れ
た
人

の
中
で
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性

脂
肪
、
肝
機
能
、
貧
血
な
ど
の
異
常
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
第
一
に
成
人
病
に
か
か
ら
な
い
よ
う

な
生
活
習
慣
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
定
期
的
に
検
診
を
受

け
、
ま
た
自
分
の
体
調
に
気
を
配
り
、

何
か
身
体
の
異
常
を
感
じ
た
ら
、
早
期

に
治
療
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
元
気
で
長

生
き
を
す
る
た
め
の
秘
訣
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
！

＼　　20．6％

70歳以上
21．9％

60歳代

　40．6％

判定結果

要医療
43．9％
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な
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健診期圃を
　　　逃瀞しクたら…

、

　
　
●

貧
血
を

　
　
　
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
昨
年
の
基
本
健
康
診
査
で
、
受
診
者

の
約
三
十
六
警
が
貧
血
（
軽
度
も
含
む
）

と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
貧
血
と
は
、
血
液
の
中
の
赤
血
球
に

含
ま
れ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
全
身
の
臓

器
や
組
織
に
酸
素
を
運
ぶ
大
切
な
働
き

を
し
て
い
ま
す
）
の
量
が
減
る
た
め
に
、

臓
器
や
筋
肉
な
ど
の
組
織
が
酸
素
欠
乏

の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
言
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
臓
器
も
機

能
低
下
を
お
こ
し
ま
す
の
で
、
全
身
に

い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
で
て
き
ま
す
。

筋
肉
－
疲
労
感
・
脱
力
感
・
肩
こ
り

　
脳
　
－
頭
痛
・
頭
重
・
目
ま
い

心
臓
1
胸
痛

消
化
器
－
下
痢

　
貧
血
を
予
防
す
る
に
は

①
規
則
正
し
い
食
事
を

　
欠
食
（
朝
食
抜
き
）
は
貧
血
の
大
敵

　
で
す
。

②
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
ま
し

　
よ
・
つ
。

　
特
に
蛋
白
質
は
赤
血
球
を
つ
く
る
源

　
と
な
り
ま
す
。
毎
日
し
っ
か
り
と
り

　
ま
し
よ
う
。

③
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
た
っ
ぷ
り
と

　
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
鉄
分
の
吸
収
を
よ
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン

　
C
、
葉
酸
な
ど
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ

　
て
い
ま
す
。

④
ス
ト
レ
ス
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
胃
腸
障
害
が
増
え

　
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
と
っ
た
食
物

　
の
消
化
が
十
分
に
出
来
な
く
な
り
ま

　
す
の
で
ご
注
意
！

新しい国保運営協議会

　委員のご紹介

　任期満了に伴い、国保運営委員が平成7年　、其，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ
4月1日に、町長より委嘱されましたのでご　国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叉紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ
　国保運営委員は、国民健康保険事業の運営　lxl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズに関する重要事項を審議する協議会の皆さん　rズ

です。　　　　　　　　　　　　　　　　　一1

国保運営協議会委員名簿

敬称略◎印　会長　　○印　副会長
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エ
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x
目
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叢
‘
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、
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、
た
、
　
　
日
x
ロ
ェ
ロ
x
『
工

氏　　名 選串区分 選出区分 住　所

◎ 松本　芳治
公　益

代　表
商工会会長 押切734

鎌塚　義一 〃
議会文教厚生

委員会委員長

樋春

　120－1

新井　政男 〃 区長会会長
押切

　646－2

橋本　和子 〃

廃棄物減量対
策推進委員会
委員長

小江川

　2159－1

O 関口　公平
被保険

者代表
国保被保険者 成沢5田

新井　正夫 〃 〃
三本

　727刊

関口　定治 〃 〃
御正新田

　581－1

松尾　英宏 〃 社会教育委員 板井973

小林　正己
保険医

等代表

町医、学校医
（内科）

小江川

　　1963

飯篤　敏宏 〃 歯科校医 塩旧22－1

石川　陽子 〃 学校医（眼科）
中央2丁

目7－2

一法師忠康 〃
薬剤師（ゼリ

ア新薬工場長）

成沢

　1212－1

（3）



第
三
日
目

ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
市
内
視
察

馬小茂野

場柴ホ亭

　　マ
裕文リ澄

子代ア子
（4）

　
朝
九
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
ブ
リ

ス
ベ
ー
ン
川
南
岸
の
開
発
地
区
へ
向
か

っ
た
。

　
そ
こ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
開
国
二

百
年
を
記
念
し
て
一
九
八
八
年
国
図
℃

○
．
○。
○

。
が
開
催
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。

四
十
二
診
も
あ
る
国
図
℃
○
跡
地
の
一

部
十
六
診
を
パ
ー
タ
ラ
ン
ド
と
し
て
開

発
し
、
一
九
九
二
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、

す
で
に
千
二
百
万
人
も
の
人
が
訪
れ
て

い
る
。

　
こ
の
パ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
は
、
親
子
で

楽
し
め
る
プ
ー
ル
付
き
の
公
園
を
は
じ

め
、
熱
帯
雨
林
動
物
の
保
護
施
設
、
チ

籍

→
繍

ヨ
ウ
の
家
、
そ
し
て
公
園
内
を
一
巡
で

き
る
遊
覧
船
と
い
う
観
光
客
用
の
三
つ

の
主
要
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
施
設
が
あ

る
。
な
か
で
も
七
億
円
を
か
け
て
造
ら

れ
た
熱
帯
雨
林
動
物
園
（
ゴ
ン
ド
ワ
ナ

フ
ォ
レ
ス
ト
）
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
レ
ッ
ド
ワ

ラ
ビ
ー
、
コ
ア
ラ
、
大
ト
カ
ゲ
、
タ
ス

マ
ニ
ア
ン
デ
ビ
ル
な
ど
、
こ
の
動
物
園

に
は
め
ず
ら
し
い
動
物
や
鳥
が
自
然
の

ま
ま
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

五
訂
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
大
蛇
に

も
さ
わ
ら
せ
て
く
れ
る
な
ど
、
こ
の
動

物
園
は
、
珍
し
い
動
物
を
な
が
め
る
だ

け
で
な
く
、
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
に
、
動
物
に
関
し
て
専

門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
よ
う
と
勉
強

し
て
い
る
若
い
実
習
生
達
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
動
物
と
の
交
流
や
共
存
の

仕
方
を
指
導
し
て
い
る
。
そ
れ
は
自
国

の
人
は
も
と
よ
り
、
外
国
か
ら
の
訪
問

者
に
対
し
て
特
に
理
解
し
て
も
ら
お
う

と
努
力
し
て
い
る
姿
勢
に
、
本
当
の
思

い
や
り
を
感
じ
た
。

　
次
に
、
パ
ー
ク
全
体
を
見
渡
す
こ
と

の
で
き
る
丘
の
上
に
あ
る
サ
ウ
ス
バ
ン

●

ク
社
の
本
部
を
訪
れ
た
。
本
部
で
は
ゼ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
、
パ
ー
ク

の
歴
史
や
現
在
の
状
況
、
将
来
の
プ
ラ

ン
、
開
発
目
的
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

轡難鱗鱗繊牒

罷

勲　欝鱒
瀬轍轡

　
　
聾
轟
湘
憾
…
鍍

そ
の
中
で
今
年
六
月
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
建
設
中
の
三
万
八
千
人
収
容
の

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
は
、
自
動
的

に
床
が
替
え
ら
れ
、
ま
た
二
十
も
の
レ

ス
ト
ラ
ン
が
入
り
一
度
に
六
千
人
の
食

事
が
可
能
だ
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
ハ
イ
テ
ク
を
使
用
し
た
サ

ゥ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、

す
で
に
世
界
図
書
館
会
議
、
ス
ポ
ー
ツ

医
療
会
議
を
は
じ
め
、
二
〇
〇
〇
年
に

開
催
予
定
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

の
情
報
交
換
の
会
議
な
ど
、
地
球
規
模

で
の
会
議
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
開
発
事
業
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー

方
式
で
進
め
ら
れ
、
現
在
、
宣
伝
部
門
、

営
業
部
門
、
管
理
部
門
で
運
営
さ
れ
て

い
る
ρ

　
や
が
て
は
、
こ
の
本
部
も
高
級
ホ
テ

ル
に
建
て
替
え
ら
れ
、
ま
た
、
あ
る
区

域
は
住
宅
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
そ
し
て
将

来
は
音
楽
大
学
の
建
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
レ
ジ
ャ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
を
総
合
的
に
取
り
入
れ
国

際
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
。

　
な
お
、
こ
の
開
発
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
二
十
五
新
が
女
性
で
、

道
路
や
建
物
な
ど
案
内
板
に
は
、
障
害

者
の
人
や
高
齢
者
、
子
ど
も
向
け
の
標

示
（
絵
）
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
随

所
に
き
め
細
や
か
な
や
さ
し
い
気
配
り

を
感
じ
た
。

　
広
大
な
こ
の
国
×
℃
○
跡
地
全
体
の

開
発
は
六
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
全

て
完
了
す
る
の
に
は
、
ま
だ
十
～
十
五

年
も
か
か
る
と
い
う
。
日
本
で
の
国
図

－
○
跡
地
が
住
宅
一
色
に
化
し
た
こ
と

を
思
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
雄
大

●

さ
を
痛
感
し
た
。

　
午
後
一
時
四
十
五
分
ア
ル
バ
ニ
ー
・

ク
リ
ー
ク
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
到
着
。

　
ピ
ー
タ
ー
マ
フ
ィ
ン
校
長
、
ジ
ョ
セ

フ
先
生
、
ロ
ビ
ン
先
生
の
三
人
よ
り
出

迎
え
を
う
け
る
。
学
校
の
入
口
に
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
旗
、
ク
イ
ン
ズ
ラ

ン
ド
州
旗
、
学
校
旗
が
揚
げ
て
あ
る
。

◇
学
校
の
概
要
説
明

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
は
小
学
校

が
七
年
生
ま
で
あ
り
、
日
本
で
い
う
中

学
校
は
な
い
。
高
校
は
五
年
間
通
学
で

き
る
が
、
そ
の
う
ち
三
年
間
は
義
務
教

育
で
あ
る
。
従
っ
て
義
務
教
育
期
間
は



日
本
よ
り
一
年
間
長
い
。
高
校
四
年
生

五
年
生
は
大
学
進
学
の
た
め
の
準
備
期

間
の
よ
う
で
あ
り
生
徒
の
数
は
減
少
す
る
。

o
生
徒
数
七
百
八
十
名

　
教
員
数
　
　
六
十
名

O
タ
ラ
ス
の
生
徒
数
　
二
十
～
三
十
名

で
平
均
二
十
五
名

O
授
業
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

ま
で
で
四
十
分
授
業
で
七
時
間
、
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
や
清
掃
時
間
は
な
い
。
ま
た
、

担
任
制
度
も
な
い
。

o
時
間
割
　
一
週
間
単
位
で
発
表
さ
れ
、

時
間
割
に
従
っ
て
生
徒
が
教
室
移
動
を

す
る
。

○
登
校
方
法
　
自
転
車
、
徒
歩
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス

O
ク
ラ
ブ
活
動
　
学
校
で
は
や
ら
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
か
え
っ
て
活
動
す

る
。0

第
二
外
国
語
　
日
本
語
を
取
る
生
徒

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
　
（
以
前
は
フ
ラ

ン
ス
語
な
ど
）

O
P
T
A
活
動
勺
即
⇒
α
O
　
と
い
う
こ

と
で
、
親
と
市
民
が
学
校
の
い
ろ
い
ろ

な
行
事
に
参
加
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。
例
え
ば
、

通
学
路
の
旗
ふ
り
や
、
給
食
が
な
い
の

で
、
生
徒
は
タ
グ
シ
ョ
ッ
プ
で
食
べ
物

を
買
っ
て
昼
食
を
と
る
の
だ
が
、
そ
の

売
店
の
手
伝
い
な
ど
も
進
ん
で
や
る
。

◇
校
内
め
ぐ
り

　
概
要
説
明
後
、
二
班
に
わ
か
れ
て
校

内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
校
舎
の

半
分
を
見
学
し
た
。

0
道
路
よ
り
少
し
入
っ
た
な
だ
ら
か
な

●

丘
の
自
然
林
の
中
に
、
平
屋
の
校
舎
が

点
在
し
て
い
る
。
日
本
の
よ
う
な
広
い

運
動
場
も
立
派
な
校
舎
も
な
い
。
各
教

科
に
よ
り
棟
に
わ
か
れ
て
い
る
。

O
小
鳥
の
飼
育
、
魚
の
飼
育
、
学
校
林

の
観
察
、
植
物
の
栽
培
な
ど
す
べ
て
生

徒
に
よ
り
計
画
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

O
化
学
の
授
業
を
見
学
し
た
。
二
十
一

名
の
生
徒
に
先
生
と
実
験
助
手
が
二
名

い
て
、
生
徒
は
の
び
の
び
と
授
業
を
受

け
て
い
．
た
。
準
備
室
も
き
ち
ん
と
整
備

さ
れ
、
実
験
器
材
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

o
図
書
館
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
取

り
入
れ
ら
れ
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム
も

併
設
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
図
書
館
利
用

の
方
法
に
つ
い
て
の
学
習
中
で
あ
っ
た
。

o
高
校
五
年
生
の
家
庭
科
の
授
業
で
は
、

男
女
で
調
理
実
習
を
し
て
い
た
。
十
三

名
と
い
う
少
人
数
で
あ
っ
た
。
．
や
は
り
、

義
務
教
育
が
終
っ
た
学
年
は
人
数
が
少

な
い
。

O
体
育
館
で
は
、

マ
ッ
ト
運
動
と
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
2
タ
ラ
ス
で
行
っ
て

い
た
が
、
体
育
館
の
ま
わ
り
に
は
ナ
ッ

プ
ザ
ッ
ク
や
脱
い
だ
洋
服
が
並
ん
で
い

た
。
教
室
が
な
い
の
で
生
徒
が
工
夫
し

て
あ
ち
こ
ち
に
置
い
て
い
る
。

◇
懇
親
会

　
ひ
と
ま
わ
り
校
内
め
ぐ
り
が
終
っ
た

後
、
三
人
の
先
生
と
果
物
、
ケ
！
キ
な

ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
歓
談
し
た
。

　
オ
～
ス
ト
ラ
リ
ア
特
有
の
果
物
、
ケ

ー
キ
が
大
変
お
い
し
か
っ
た
。
ま
た
、

飲
み
物
も
コ
ー
ヒ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　
学
校
の
概
要
を
聞
く
前
に
、
団
長
よ

り
祭
半
纏
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
が
、
そ

の
半
纏
を
最
後
ま
で
着
て
い
て
下
さ
っ

た
校
長
先
生
に
大
変
感
謝
し
た
。

　
校
内
を
見
学
し
て
特
に
感
じ
た
こ
と

い
ま
す
が
、
生
徒
が
も
の
す
ご
く
明
る

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
体
育
館
へ
行
っ

た
時
、
　
「
こ
ん
に
ち
は
」
　
「
お
名
前
は

？
」
と
い
う
日
本
語
が
発
せ
ら
れ
て
い

た
。
日
本
の
子
ど
も
達
は
外
国
か
ら
お

客
様
が
い
ら
し
た
時
、
英
語
な
ど
で
あ

い
さ
つ
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
素

朴
な
疑
問
を
も
っ
た
。
と
に
も
か
く
に

も
、
少
人
数
で
学
習
で
き
る
こ
と
が
と

て
も
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。
ま
た
、
二

班
に
分
か
れ
て
別
々
の
所
を
見
学
し
た

っ
た
こ
と
が
残
念
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵡

◇
感
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電

は
、
国
民
性
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邸

　
第
二
外
国
語
と
し
て
日
本
語
が
取
り
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

の
で
日
本
語
の
教
室
を
見
学
で
き
な
か
凱

●
江南町o～皆様温かいご支援セありがとうございます

　1月17日の震災発生以来、江南町民の皆様から温かい励ましと多くのご支援を頂いてまい『）ました。心からお礼申し上げ

ます。

　6ヶ月が経ち、神戸市内では復興に向けてのつち音が響き、人々の生活も徐々にではあ1）ますが、落ちついた状態に戻り

つつあります。

　長く険しい道のりではあ慶）ますが、神戸を今まで以上に魅力ある街としてよみがえらせるよう努力をしてまいりますので

引続きご支援を頂きますようお願いいたします。

　　　平成7年7月

コ置　冨；　竃：二＝二脇瓢　　盈i　＝二i　＝二二二；臨　ニニ；；i　＝二こ＝二

　　　二；こ　　　ニニ　　器二　＝＝
＝＝二＝；犀覗嵩澱　　二二二　＝；

乙＝；二＝二覗謝嵐　　　　二二　　　　＝；　　　＝二　　蹟二　＝；＝二謁二

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

8月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　・　6　・11・16・21・26・31 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

2　・　7　・12・17・22・27 ㈲笠原設備工業所 36－3662

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲松　本　設　備 36－5177

4　・　9　・14　・19　・24・29 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

5　・10　。15　・20　・25　・30 ㈱光　栄　建　設 36－1052

（5）



町
民
憲
章
制
定
の
た
め
の
　
…

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
　
｝

　
（
調
査
に
こ
協
力
下
さ
い
）
　
　
㎜

　
町
は
、
本
年
十
一
月
に
町
制
十
周
年
　
馴

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
㎜

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
町
民
各
位
の
参
　
㎜

加
の
も
と
に
、
町
民
憲
章
を
制
定
い
た
　
…

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
町
民
憲
章
は
、
町
の
将
来
や
発
展
の
　
川

方
向
を
示
す
合
言
葉
と
な
る
も
の
で
す
。
…

　
す
で
に
埼
玉
県
下
で
は
、
八
十
七
の
　
制

市
町
村
で
制
定
さ
れ
て
お
り
、
制
定
の
　
…

理
由
は
、
町
制
等
施
行
記
念
事
業
と
し
　
㎜

て
の
も
の
が
多
く
、
内
容
に
つ
き
ま
し
　
川

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
規
範
と
す
る
市
　
…

町
村
が
多
い
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜

　
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
町
で
は
　
…

町
民
憲
章
を
作
成
す
る
う
え
で
、
基
本
　
㎜

と
な
る
言
葉
に
つ
い
て
、
町
内
全
戸
へ
　
醐

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
皆
様
の
貴
　
㎜

重
な
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
住
　
川

民
の
総
意
の
も
と
、
町
民
憲
章
を
作
成
　
…

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
酬

　
つ
き
ま
し
て
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
　
咽

て
、
ア
ン
ケ
；
ト
を
お
配
り
い
た
し
ま
　
…

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
　
川

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
嚇

●
現
況
届
け
は
、
忘
れ
ず
に

　
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
国
民
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
引
き
続
き
年
金
を

受
け
る
た
め
に
、
年
に
一
度
必
ず
「
年

金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
誕
生
日
の
属

す
る
月
の
末
日
ま
で
に
、
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
現
況
届
に
は
、
市
町
村
の

証
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
，

　
こ
の
届
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
年
金

が
一
時
止
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
金
は
「
世
代
と

　
　
　
　
　
世
代
の
支
え
合
い
」

　
若
い
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
老
後
は

ず
ー
っ
と
先
の
話
・
・

　
で
も
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
み
な
さ
ん
に
だ
っ
て
老
後
は
必
ず

や
っ
て
く
る
の
で
す

　
公
的
年
金
制
度
は
、
個
人
個
人
が
積

み
立
て
を
行
う
個
人
年
金
と
は
違
っ
て

国
民
み
ん
な
が
制
度
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
現
役
世
代
が
高
齢
世
代
を
支
え

る
い
わ
ゆ
る
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合

い
」
で
成
り
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大

き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
納
め
る
保
険
料
が
今
の
お

年
寄
り
の
生
活
を
支
え
、
私
た
ち
が
年

老
い
た
と
き
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
の

納
め
る
保
険
料
が
ま
た
私
た
ち
を
支
え

て
く
れ
る
、
つ
ま
り
若
い
と
き
に
納
め

た
保
険
料
が
将
来
の
安
心
と
な
っ
て
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

っ
て
く
る
の
で
す
。

　
こ
の
大
切
な
公
的
年
金
制
度
を
担
っ

て
い
く
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
み
な

さ
ん
で
す
。

●
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

　
　
を
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の

　
　
　
加
入
者
は
3
種
類

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
保
険
料
の
納

め
方
に
よ
っ
て
次
の
3
種
類
に
分
け
ら

れ
ま
す
．
、

　
①
第
1
号
被
保
険
者
（
2
0
歳
～
6
0
歳

未
満
ゾ

　
　
農
業
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
自
営
業
の
人
と
そ
の
家
族
の
か
た
・

学
生
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
計
を
立
て
て

い
る
人
。

　
②
第
2
号
被
保
険
者
（
就
職
時
～
6
5

歳
未
満
）

　
　
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
か
た
。

　
③
第
3
号
被
保
険
者
（
2
0
歳
～
6
0
歳

未
満
）

　
　
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
共
済
組
合

加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
）
な
ど

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
願
い
し
ま
す
．

　
　
役
場
住
民
福
祉
課
　
年
金
係

　
　
　
　
　
　
費
三
六
ー
一
五
一
二
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平
成
七
年
度

消
防
職
員
募
集

○
試
験
の
日
時
・
場
所

第
一
次
試
験

　
　
平
成
七
年
九
月
十
七
日
（
日
）

　
　
午
前
八
時
三
十
分

　
　
熊
谷
地
区
消
防
本
部

o
採
用
職
種

　
　
男
子
消
防
職
員
　
若
干
名

o
受
験
資
格

　
一
、
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
市
町

　
　
村
（
熊
谷
市
、
妻
沼
町
、
江
南
町
、

　
　
大
里
村
）
に
居
住
す
る
者

　
、
一
、
次
の
年
齢
に
該
当
す
る
者

　
　
①
高
校
卒
業
者

　
　
　
昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
以
降

　
　
　
　
に
生
ま
れ
た
者

　
　
②
短
大
卒
業
者

　
　
　
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
以
降

　
　
　
に
生
ま
れ
た
者

　
　
③
大
学
卒
業
者

　
　
　
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降

　
　
　
　
に
生
ま
れ
た
者

　
　
④
そ
れ
ぞ
れ
平
成
八
年
三
月
卒
業

　
　
　
見
込
み
の
者

　
一
、
一
、
消
防
活
動
に
耐
え
ら
れ
る
体
力

　
　
を
有
す
る
者

　
四
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

　
　
者

　
　
①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

　
　
②
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

　
　
③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　
　
●

　
　
　
そ
の
執
行
を
終
え
る
ま
で
又
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
　
ー

　
　
　
く
な
る
ま
で
の
者

　
　
④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

　
　
　
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ

　
　
　
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力

　
　
　
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

　
　
　
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　
　
　
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

O
受
験
申
込
書
の
交
付

　
　
受
験
申
込
用
紙
は
、
熊
谷
地
区
消

　
防
本
部
総
務
課
、
各
消
防
署
・
分
署

　
及
び
町
村
役
場
で
八
月
十
日
（
木
）
か

　
ら
交
付
し
ま
す
。

O
受
験
申
込
書
の
受
付

　
　
八
月
十
一
日
（
金
）
か
ら
八
月
三
十

　
一
日
（
木
）
ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）

◎
こ
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
せ
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
願
い
し
ま

す
。　

熊
谷
地
区
消
防
本
部
　
総
務
課

　
熊
谷
市
大
字
原
島
六
七
五
番
地
一

　
奮
二
二
ー
四
四
四
四

　　　ヒは　　　　　ま　の

電気使用安全月間です
　　　＠安全エレち軌の電気鍵ひとく翻モ㊨

　　　　　　　　　　　　　9ク
　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　ドチ　　　　　　　　　　　⑪　　　　　暴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ゼ融辮、
　　　　　　　器・7㌔㌧、　、壕拶　め　　　o
　　　　　　　　　　㌧　　　　　　　　　，　　　嶺　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　p　　　　　　　　　　，　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　リ　　　　　　　　　ノヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　ぽ

　　　　　　　　戸・セ　　、ご沼シ　　　　　　　　　ごラ　　　　　て　　ヘ　　ノ　ド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ
　　　　　　　　　　　ド’　鯵昌⑬

　　　　　　響鞭関東電気保安協会
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口

卜ζ「ツワス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

　　　　　　　　　、霧

麟購i繭瀬1騰纒職

　　　蔑　　　　　　　　　　　懲囎　　　　　警

輔溜耀鯛騨麗難灘ll鰯　1

社会を明るくする運動講演会開催

　去る7月16日（1］〉午後1時30分から、江

南町勤労福祉センターに湯浅実先生を迎

え、「子どもの心が見えますか」と題し

第45回社会を明るくする運動講演会が行

われました。

　この運動は、すべての国民が力を合わ

せ、犯罪のない明るい社会を築こうとす

る全国的な運動です。

　当日は、約150名のかたが熱心に講演

を聞いていました。

　　。ヨ、れあい動物教室

　6月27日（火）、動物に対する愛情を育ん

でもらおうと県動物指導センターから、

保育所へかわいい子犬とうさぎがお目見

えし、「人と動物のふれあい教室」が行わ

れました。

　たくさんのかわいい犬やうさぎを見て

はしゃいでいる子どもたちは、さわった

1）、食べ物をあげた1）、抱いたりして動

物とのふれあいを深めた一日でした。

譲
等
ど
董

　
穐
え
蜜

　
講
節
掲
繊

謝
響
君
憲
幾

船醐るくす縫雛船

江南町史「資料編1考古」を刊行

　江南町史編さん委員会では平成3年度

より史料の整理や分類にあたってまいり

ましたが、この度第1巻として「資料編

1考古」が刊行されました。
　体裁はA5版806ページです。写真や実

測図を多く掲載し、町内にある旧石器時

代から江戸時代の遺跡・遺構・遺物を詳

しく、かつ平易に紹介しています。教育
委員会にて3，000円で販売してお1）ます。

　今後も時代ごとに刊行してまいります
ので引き続きご協力をお願いします。

●

●

板井地区で八坂祭（天王様）

　7月8日（土）、板井地区の八坂祭（天王

様）が盛大に行われました。

　このお祭りは、無病息災・五穀豊穣を

願って行われたものです。

　神社に祀ってある天王様（みこし）や

山車、子どもみこしも加わって地区内を

ねり歩き、老いも若きも楽しい一日を過

ごしました。

べ，ミ　』、》　z職

　　　　費　　二騨糟

㍑搬！

一
琴

並
響

雛



∵

　
　
　
　
乳
幼

　
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
て
、
大
人
も
子

ど
も
も
冷
た
い
飲
み
物
が
お
い
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
で
、
乳
幼
児
を
お
持
ち
の
お
母
さ

ん
、
お
子
さ
ん
に
ふ
だ
ん
は
ど
ん
な
飲

み
物
を
与
え
て
い
ま
す
か
。

，
水
・
お
茶
．
果
汁
（
ジ
ュ
ー
ス
）
、

乳
飲
料
、
最
近
で
は
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な

ど
も
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
乳
幼
児
期

は
、
腎
機
能
が
未
熟
で
あ
り
成
長
段
階

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
与
え
る
飲
み
物
に

よ
っ
て
は
身
体
に
影
響
が
出
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

○
お
風
呂
上
が
り
ゃ
の
ど
が
か
わ
い
た

ら
何
を
与
え
て
い
ま
す
か
？

　
湯
ざ
ま
し
や
水
、
麦
茶
・
ほ
う
じ
茶

な
ど
を
う
す
め
て
作
る
か
、
大
人
用
の
も

の
を
二
～
三
倍
に
う
す
め
て
与
え
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。
水
道
の
水
は
消
毒
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
た
ま
に
工
事
で
に
ご

っ
た
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
貯
水
槽
が
汚

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
生
後
六

ヶ
月
位
ま
で
は
煮
沸
し
て
か
ら
与
え
た

方
が
無
難
で
す
。

　
ま
た
、
緑
茶
や
紅
茶
、
ウ
ー
ロ
ン
茶

は
カ
フ
ェ
イ
ン
や
タ
ン
ニ
ン
の
量
が
多

い
の
で
乳
幼
児
に
は
あ
ま
り
好
ま
し
く

な
い
で
し
ょ
う
。

o
果
汁
や
ジ
ュ
ー
ス
を
与
え
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　
果
汁
は
糖
分
が
多
い
の
で
食
前
に
与

え
た
り
、
回
数
が
多
い
と
食
事
の
摂
取

量
に
影
響
が
で
て
き
ま
す
。
決
ま
っ
た

お
や
つ
の
時
間
に
与
え
る
よ
う
に
し
、

そ
れ
以
外
の
時
間
は
、
カ
ロ
リ
ー
の
な

い
飲
物
（
水
・
湯
ざ
ま
し
・
麦
茶
な
ど
）

こ
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
市
販
の
ジ
ュ
ー
ス
（
炭
酸
飲

料
・
果
物
飲
料
）
に
は
一
〇
〇
㏄
中
に

七
～
二
十
却
．
も
の
砂
糖
が
含
ま
れ
て
お

り
、
か
な
り
の
糖
分
で
す
。
虫
歯
や
肥

満
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
水
が

わ
り
に
ジ
ュ
ー
ス
を
与
え
る
と
い
っ
た

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
市
販
の
果
汁
よ
り
も
手
作
り
の
果
汁

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
市
販
の
ベ
ビ
ー
フ
f
ド
と
し
て
、
粉

末
・
ビ
ン
・
缶
・
液
体
濃
縮
タ
イ
プ
と

多
種
類
の
製
品
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
大

変
便
利
で
す
。
で
も
、
香
り
や
味
は
手

作
り
の
新
鮮
さ
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。

忙
し
い
時
や
外
出
時
に
は
ベ
ビ
ー
フ
ー

ド
製
品
を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
が
、

時
間
が
あ
る
と
き
は
、
旬
の
果
物
で
果

汁
を
作
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
酸
味
の

強
い
果
物
は
少
し
薄
め
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
次
の
よ
う
に
し
て
、
お
母
さ
ん
の

手
作
り
を
あ
げ
て
み
る
の
も
い
い
で
す

ね
。　

　
　
の
侮
う
ろ

　
　
　
十
る
洗
お
く
す
く

　
　
　
果
装
震
孟

　
　
　
●
●
①
●
①
●
①

○
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
発
汗
や
病
気

の
と
き
に

　
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
タ
は
発
汗
に
よ
っ

て
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
電

解
質
や
水
分
を
補
給
し
、
疲
労
回
復
の

た
め
に
糖
質
や
ビ
タ
ミ
ン
を
加
え
て
あ

る
飲
料
で
す
。
健
康
な
時
に
与
え
す
ぎ

る
と
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
は
過
剰
摂
取

と
な
り
腎
臓
に
負
担
と
な
り
ま
す
。
元

気
な
お
子
さ
ん
の
水
分
補
給
は
、
湯
ざ

ま
し
や
麦
茶
が
良
い
よ
う
で
す
。

1汁の作り万一果汁は湯ざましで2倍に薄める一

まる（みかん、オレンジ、グレープフルーツetc。）

宅洗う　②レモンしぽりでしぼる　③茶こしでこす

りおろす（りんこ、なし、メロンetc．）

・むく　②おろし金でする　③茶こしでこす

試す（トマト、いちご、すいか、ぶどうetc．）

・むく　②刻む　③茶こしでこす

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
一
般
男
子
の
部

　
六
月
十
二
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
五

日
間
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
が
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
三

十
四
名
の
中
に
は
、
初
心
者
か
ら
上
手

な
方
ま
で
指
導
者
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連

盟
の
人
た
ち
か
ら
熱
心
に
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　
教
室
の
最
終
日
に
は
、
初
心
者
の
方

も
練
習
試
合
が
で
き
る
ま
で
に
上
達
し
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
い
教

室
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
月
二
十
五
日
に
は
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
外
か

ら
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
盛
大
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

坂
下
　
昇
・
寿
福
　
洋

　
　
　
　
（
大
宮
市
）

定
平
健
一
・
小
松
　
浩

　
　
　
　
（
江
南
町
）

中
村
伸
一
・
櫻
井
英
和

　
　
　
　
（
江
南
町
）

▼
一
般
女
子
の
部

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

山
崎
美
智
代
・
持
田
敦
子

（
熊
谷
市
・
江
南
町
）

伏
島
慶
子
・
近
藤
と
し
子

　
　
　
　
（
熊
谷
市
）

関
ロ
ヒ
サ
子
・
宮
沢
千
恵
子

　
　
　
　
（
江
南
町
）

▼
初
心
者
男
子
の
部

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

後
藤
秀
成
・
城
丸
嘉
央

（
鶴
ヶ
島
市
・
坂
戸
市
）

阿
部
健
二
・
田
沼
達
芳

　
　
　
　
（
大
宮
市
）

大
島
　
力
・
山
内
元
美

　
　
　
　
（
熊
谷
市
）

▼
初
心
者
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
関
川
邦
子
・
竹
岡
佳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
松
山
市
）

　
準
優
勝
　
飛
田
あ
や
子
・
中
島
ち
よ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
本
町
）

　
三
　
位
　
森
田
千
恵
子
・
山
崎
祐
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寄
居
町
）

（8）



り

ゐ、るさと

再発見

地
名
は
語
る

「
富
士
山
下
」

　
富
士
山
に
は
時
代
を
超
え
て
多
く
の

人
を
引
き
つ
け
る
強
い
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
人
名
・
果
物
・
地
名
ま
で
富
士
を

冠
す
る
呼
び
名
は
い
く
つ
も
み
え
、
江

南
町
内
に
も
「
富
士
山
下
」
の
地
名
が

千
代
地
内
に
あ
り
ま
す
。
台
地
上
の
平

坦
地
で
、
と
く
に
高
い
場
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
「
山
下
」
は
台
地
下
に

も
あ
る
地
名
で
、
台
地
上
の
山
林
を
山

上
と
意
識
し
、
台
地
の
麓
を
山
下
と
呼

　
　
　
　
　
　
う
え
し
た

ぶ
高
低
を
示
す
上
下
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
富
士
山
下
の
場
合
に
は

　
　
　
　
　
か
み
し
も

遠
近
を
示
す
上
下
の
意
味
が
か
っ
て
存

在
し
た
も
の
の
、
片
方
が
失
わ
れ
一
方

に
統
合
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
来
、
富
士
の
付
く
地
名
は
、
富
士

山
を
望
め
る
眺
望
の
良
い
場
所
に
富
士

見
・
見
晴
・
遠
見
の
様
に
付
け
ら
れ
た

例
が
多
い
よ
う
で
す
．
、
で
は
江
南
の
富

士
山
か
ら
、
山
梨
・
静
岡
の
富
士
山
を

望
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
地

，
図
上
、
、
直
線
距
離
で
約
九
十
九
キ
ロ
。

標
高
約
六
十
五
メ
ー
ト
ル
（
江
南
千
代
）

か
ら
三
、
七
七
六
メ
ー
ト
ル
（
富
士
山

頂
）
は
仰
角
約
二
度
・
南
南
西
百
四
十

八
度
の
方
向
に
望
め
る
は
ず
で
す
が
、

奥
多
摩
の
連
峰
・
外
秩
父
山
塊
の
山
々

が
障
壁
と
な
る
た
め
、
実
際
に
は
見
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
と
す
る
と
地
名

の
由
来
に
は
他
の
こ
と
が
関
係
し
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

に
係
わ
る
由
来
で
す
。

●

そ

れ　　　　　　＿

繕第54話
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
回
の
権
現
坂

で
紹
介
し
た
よ
う
に
信
仰
の
普
及
に
は

修
験
者
・
行
者
が
中
心
に
居
り
、
そ
の

信
仰
集
団
が
講
に
発
展
し
活
発
に
活
動

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
だ
つ

降
は
、
講
単
位
や
地
域
単
位
で
先
達
・

お
　
し

御
師
と
呼
ば
れ
る
指
導
者
に
率
い
ら
れ
、

本
山
へ
の
参
拝
が
流
行
し
ま
し
た
。
富

　
　
お
お
や
ま
　
　
　
み
　
た
け

士
・
大
山
・
御
獄
・
三
峰
・
榛
名
な
ど

は
代
表
的
な
講
で
、
現
在
ま
で
継
続
し

て
い
る
息
の
長
い
講
も
あ
り
ま
す
。

　
富
士
山
は
美
し
い
姿
と
最
高

峰
で
あ
る
こ
と
か
ら
非
常
に
眺

望
が
よ
く
、
原
始
時
代
よ
り
意

識
さ
れ
、
神
仙
の
住
む
ユ
ー
ト

ピ
ア
が
あ
る
な
ど
多
く
の
伝
説

を
生
み
、
ま
た
、
度
重
な
る
火

山
災
害
を
持
た
ら
し
た
こ
と
か

ら
、
あ
こ
が
れ
と
畏
敬
の
ム
．
心
を

人
々
に
抱
か
せ
た
よ
う
で
す
。

祭
神
は
作
物
の
成
長
と
豊
穰
を

　
　
　
　
　
こ
の
は
な
さ
く
　
や
　
ひ
め

司
る
姫
神
、
木
花
咲
耶
姫
と
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
聖
徳
太
子
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
の
お

甲
斐
黒
駒
の
登
山
伝
承
、
役
小

ず
ね角

（
修
験
道
開
祖
）
の
修
業
伝

説
も
伝
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
後

　
　
　
み
　
ろ
く

期
に
は
身
禄
上
人
の
輩
出
に
よ

り
富
士
登
拝
が
大
流
行
し
、
身

近
な
遥
拝
所
と
代
理
登
山
の
ミ

二
富
士
と
し
て
人
造
の
山
が
築
か
れ
ま

し
た
。
富
士
塚
と
い
い
関
東
一
円
に
二

百
基
以
上
造
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
千
代
に
は
富
士
塚
に
類
す
る
塚
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
が
、
富
士
信
仰
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う
た
い

宗
教
者
が
輩
出
し
て
い
ま
す
。
空
胎
上

人
が
そ
の
人
で
あ
り
、
天
明
五
年
（
一

八
七
五
）
千
代
村
島
田
家
に
生
れ
て
い

ま
す
。
空
胎
は
富
士
信
仰
地
の
一
つ
三

ッ
峠
（
山
梨
県
西
桂
町
）
の
登
拝
を
復

活
中
興
し
て
い
ま
す
。
空
胎
は
生
涯
の

大
部
分
を
富
士
で
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、

富
士
信
仰
に
か
か
る
も
の
が
町
内
に
残

っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
富
士
山
遺
跡
の

発
堀
調
査
で
現
わ
れ
た
建
物
跡
な
ど
が
、

活
動
の
場
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
大
会
の
お
知
ら
せ

　
第
七
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
九
月
十
六
日
、
運
動
公
園
で
夜
間

照
明
を
使
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
初
秋
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
楽
し
く
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

期
　
日

場
　
所

種
　
目

九
月
十
六
日
（
土
）

受
　
　
付
・
午
後
六
時
～

競
技
開
始
・
午
後
六
時
半
～

江
南
町
運
動
公
園

o
個
人
戦
（
十
六
ホ
ー
ル
）

　
・
一
般
男
子
の
部

　
・
一
般
女
子
の
部

○
団
体
戦
（
十
六
ホ
ー
ル
）

　
・
六
名
で
一
チ
ー
ム
を
編

江南町体育協会

よりお知らせ

参
加
費

表
　
彰

申
込
み

　
　
成
し
出
場
す
る
。
　
（
個

　
　
人
戦
の
ス
コ
ア
と
し
て

　
　
も
有
効
）

無
　
料

各
部
と
も
三
位
ま
で
表
彰

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

九
月
六
日
（
水
）
ま
で
に
教

育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
（
定
員
一
〇
〇
名
に

な
り
次
第
し
め
き
り
ま
す
。
）

　町体育協会では、体育功労者

・優秀選手の表彰を毎年、町民

体育祭において行ってお1）ます。

　体育功労者については永年、

体育の振興・指導などに功績の

あった人。優秀選手については

大規模大会にて優秀な成績を収

めた人となっております。

　該当する人がおりましたら、

各字体育指導委員さんへ8月20

臼までに推せんしてください。

　なお、表彰の決定については、

町体育協会表彰審査委員会にて

選考決定いたします。

（9）
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　　2　支給の対象者

　　　平成7年4月1日において公務扶
　　助料、遺族年金等の受給権を有する

　　遺族のいない人（平成7年4月1日
　　までに傷病恩給、障害年金等の受給

　　者が受給の原因となった傷病により

　　死亡し、かつ公務扶助料、遺族年金

　　等の受給権を有する遺族のいない人

　　を含みます）

　　3　支給の順位
　　　戦没者1人について、次に記載す

　　る順位に従って最も順位の先の人1

　　名が受給できます。

　　（1）平成7年4月1日までに援護法の

　　　弔慰金の受給権を取得した人
　　　　ちり　　（2）戦没者等の子

　　（3）戦没者等と生計を共にしていた①

　　　父母②孫③祖父母④兄弟姉妹（戦

　　　没者死亡後の婚姻、養子縁組によ

　　　って平成7年4月1日現在に氏が
　　　変っている人は除かれます）

●　（4）上記（3）以外の①父母②孫③祖父母

　　　④兄弟姉妹
　　（5）上記（1）～（4）以外の三等親以内の親

　　　族（戦没者死亡日まで引き続き1

　　　年以上生計を共にしていた人のみ）

　　4　請求の方法
　　　平成10年3月31日までに住民福祉

　　課に請求してください。他に戸籍類

　　が必要となります。

　　5　問い合せ先
　　　住民福祉課　a36－1521内線225

　　　　特別児童扶養手当制度

　　　　　　について

精神または身体に障害がある20歳

未満の児童を養育している父母また

は養育者に手当を支給して、児童の

福祉の増進を図るものです。　（外国

人も受けられます。）

o支給対象児童
＊身体障害者手帳

　1級～3級および4級の一部
＊療養手帳

　㊨、AおよびBの一部
　ただし児童が児童福祉施設など

　（通園施設は除く）に入所して

　いる場合は支給されません。

児童扶養手当制度について

　離婚・死亡などの理由で父親と生

計を同じくしていない18歳に達する

日以後の最初の3月31日までの間に

ある児童または20歳未満で障害のあ

る児童を養育している母または養育

者に手当を支給して、児童の福祉の

増進を図るものです。（外国人も受
けられます。）

　ただし、つぎの場合は支給されま

せん。

　・受給資格者が公的年金を受ける

　　ことができる場合

　・児童が児童福祉施設に入所して

　　いる場合

◎定時現況届の提出について

　（特別）児童扶養手当を受けてい

る人は、毎年8月中に家庭および児

童養育状況などを確認するため、現

況届を提出する必要があります。届

を怠ると8月以降の手当を受けられ

なくなることがありますので、ご注

意ください。なお、8月中に転出入

された受給者も届が必要です。

　これらの手当には、所得制限があ

りますので詳しくは、役場住民福祉

課福祉係智36－1521（内線224）ま

でお問い合わせください。

食中毒防止のお願い

　夏場は、高温・多湿のため、食中

毒事故が発生しやすい季節になりま
す。

　食中毒を防ぐことは難しいことで

はありません。次のことを守って健

康に過ごしましょう。

・調理前（用便後）は必ず石けんで

　手を洗いましょう。

・ふきんやまな板は清潔なものを使

　いましょう。

・調理したものは早めに食べましょ

　う。

・加熱を要する食品は火が中までと

　おるまで加熱しましょう。

・生ものなどは冷蔵庫に保管（5℃

　以下）しましょう。

　なにかありましたら保健所へ

　熊谷保健所　台23－2811内線282

圖圖圃囮
　　江南町教育相談室

　教育上の諸問題について相談に応

じています。秘密は守りますので安

心してご利用してください。

相談日　原則として毎週水曜日

申込み　江南町教育委員会

　　　麿36－1521　内線237
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● ε
う
を
沁

　
　
俳
匂
会
⑳

父
の
日
や
枠
の
電
話
ご
く
短
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

産
声
に
待
ち
た
る
父
の
日
が
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

父
の
日
や
芋
よ
う
か
ん
を
賞
味
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
に
う
る
む
父
の
日
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

父
の
日
や
浄
土
の
父
と
酒
を
酌
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

カ
チ
カ
チ
と
遺
愛
の
時
計
父
の
日
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

父
の
日
や
無
ロ
の
父
に
娘
の
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

好
物
に
パ
ジ
ャ
マ
を
添
へ
て
父
の
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
牧
子

父
の
日
や
テ
ー
ブ
ル
狭
し
孫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

父
の
日
や
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
る
旅
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

父
の
日
の
祝
の
言
葉
に
涙
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

父
の
日
や
感
謝
を
こ
め
て
祝
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

父
の
日
を
臥
し
た
る
父
の
掌
の
熱
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

父
の
日
や
父
在
り
し
日
の
遠
か
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

毅
然
た
る
背
中
を
見
た
り
父
の
日
よ
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

父
の
日
や
嫁
に
貰
い
し
肌
着
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
｝

父
の
日
や
嫁
の
持
ち
来
し
酒
に
酔
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

父
の
日
や
散
歩
の
足
も
軽
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

父
の
日
の
八
甲
田
山
白
き
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

父
の
日
や
父
た
く
ま
し
く
齢
と
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

父
の
日
や
父
は
元
気
を
敢
り
戻
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

父
の
日
を
我
が
家
で
祝
ふ
星
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

父
の
日
や
す
ぐ
返
事
書
く
父
な
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

父
の
日
や
親
子
の
紳
更
に
濃
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男
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圖国圖團
農林学級（8月）

開催日 内　　　　　　容 時　間

9日（絢 秋の家庭菜園を楽しむ 13：30
∋、

12日㈲ ペンギンの型抜き　霧 10：00

12日㈲ ペンギンの型抜き　鏡 13二30

18日㈹ 冷や汁と手打ちうどん 10：00

令

18日㈹ 木工飾りいす作1）e 10：00

20日（ゆ 木工ハガキ差し　鶏 10＝00

23日（桐 カボチャ料理「∋ 10：00

26日仕） 冷や汁と手打ちうどん 10：00

9
26日仕） 木工工作室開放日　e 10二〇〇

27日（日） 木工本立て作り　鶏 10：00

用
象
・
せ

　
　
付
合

費
対
受
問

無料
翻一小学生親子、○一一般

農林公園管理事務所

智83－2301

花き園芸講座（8月）

開催日 内　　　　　容 費　用

9日（木）

11日働

22日（火）

24日（れ

28日（月）

秋の家庭菜園を楽し
む
野
生
ラ ンを楽しむ

ポプリを楽しむ

秋から冬の病害虫防

除
秋の花壇を楽しむ

無　　料

　500円

1，500円

無　　料

1，500円

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内・植物振

　　　興センター分室a83－2841

薬用植物に親しむ会

秩父保健所では、　「薬用植物に親

しむ会」を次のとお1）開催します。

多数のご参加をお待ちしております。

日時平成7年9月10日（日）

　　　9時30分～14時30分
コース　秩父ミューズパーク内薬用

　　　植物園及びその周辺
内　容　講師の説明を聞きながら、

　　　コース内の植物を観察する

費用　無料
定員　150名

申込み　往復ハガキ（一枚で3名可）

　　　に住所、氏名、年齢、電話

　　　番号を明記して秩父保健所

　　　へ申込んでください。

締切平成7年8月25日㈹
問合せ　〒368秩父市桜木町8－18

　　　秩父保健所衛生課

　　　麿0494－22－3824

圖口回日
　　　　平成7年度
幼稚園教諭及び保母採用試験

受験資格　幼稚園教諭免許及び保母

　　　　資格を有するもので、昭

　　　　和45年4月2日から昭和
　　　　51年4月1日までに生ま
　　　　れた人。

採用人員若干名

試験日時及び場所

　　　◎筆記試験…9月17日（日）

　　　　立正大学

　　　◎口述試験
　　　　10月に町役場で予定

合否の発表　10月中旬に受験者全員

　　　　に通知。合格者について

　　　　は、町役場掲示場に掲示。

申込手続　応募書類に必要な事項を

　　　　記入して、総務課へ提出

　　　　してください。なお、郵

　　　　送により申し込む場合、

　　　　封筒の表に（採用試験）

　　　　と朱書きしてください。

受付期間　8月1日から8月15日の
　　　　午前8時30分から午後5
　　　　時まで受付。郵送の場合

　　　　は8月14日までの消印の
　　　　あるものに限ン）ます。

書類の請求　役場総務課に請求して

　　　　ください。

問合せ役場総務課智36－1521●
　　　　内線226・227

圖　回　囮
戦没者等の遺族の皆様へ

特別弔慰金が支給されます

　特別弔慰金は、戦後50周年の節目

にあたり、国が改めて戦没者等の遺

族に対して弔慰の意を表すために支

給されるものです。

1　支給方法

　額面40万円の国庫債券で支給され、

平成8年から10年間にわたり4万円
ずつ償還されます。
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平成7年　救急車出動状況

救急出動状況 6　月 累　計

交　　　　　　　通 10件 39件

一　　般　　負　　傷 3件 10件

急　　　　　　　病 10件 82件

そ　　　の　　　他 3件 16件

合　　　　　　　計 26件 147件
（ll〉



、醐

騨粋㌧＿解

慰霧

　　　　あい　　　こ

山田愛子ちゃん＠
　平成6年8月16日生

両親｛釜畿枢，，、

　お姉ちゃんは小学3年生。

年は離れているけど、よく

遊んでくれるので大好き！

　チューペットと階段登り

が好きな女の子？です。

　　　　とも　　　や
小久保友哉ちゃん㊥
　平成6年10月8日生

両親｛樺究千代

　いつもニコニコ、愛きょ

うのある友くんは、我が家

の人気者。健康で素直な思

いやりのある子に育って欲

しいです。

　　　　りょう　　　た

手島亮太ちゃん㊥
　平成6年10月6日生

両親／薪窒ん中央

　つかまり立ちができるよ

うになり得意のポーズ！

　新しい物が大好きという

好奇心旺盛な亮太です。す

くすく元気に育ってね！

　　　　　　そう
水野　聡ちやん㊥
　平成6年10月25日生

両親隣歎成、尺

　四人目にして生まれた待

望の長男です。

　三人のお姉ちゃんに負け

ないようたくましく育って

くれることを希望します。●
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最
近
の
夏
休
み
の
家
族
旅
行
は
、
前

半
は
海
、
後
半
は
山
や
高
原
へ
行
く
の

が
流
行
で
す
。
海
に
土
用
波
が
き
て
ク

ラ
ゲ
が
出
た
ら
、
山
や
高
原
へ
と
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こ
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の
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で
す
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た
、
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近
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な
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こ
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ら
行
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国
の

習
慣
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ど
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、
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前
に
勉
強
し
て
お
き

た
い
で
す
ね
。




